
高木家の 

６人家族（妻１人、子ども４人） 
長男高1、長女中2、次男小6、次女小4 
全員Ｏ型 自由人な「高木家の日常」 
をお送りします。 

過去の高木家の日常が気になる方は、つながりニュースの 
バックナンバーにて！Vol.2より連載しています。 

ホームページよりダウンロードできます♪ 
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：12月 29日（火） 

 第一部 15：30～18：30 

 第二部 18：30～21：00 

：1,000円 または 飲食物持ち込み 

：江坂-起業家支援センター 

日 時 

 

 

参加費 

会 場  

          

地域の企業・お店からのお知らせがあります 

  

株式会社 江坂-起業家支援センター 代表取締役 

NPO法人 江坂-起業家支援ネットワーク 理事長 

高木 学 

 

続けることの大切さ 

第71回座談会のご案内はこちら 

その他のイベントも継続 
 

 座談会は毎月開催を心掛けていますが、その他のイベ

ントも担当社員が企画し運営しています。 
 

 昼食会を中心にした会員企業向けの交流会には、会員

でない企業の方もご参加いただけます。 

 若い社員が少なくて他社の社員と交流させたいという

ご要望にお応えした「社員交流ランチ会」も定期的に開

催されており、社員教育の側面からも一定の評価をいた

だいているのではないかと思います。 
 

 また「大阪府障がい者サポートカンパニー」の拡大も

考えた「障がい者雇用を考える昼食会」は、およそ３ヶ

月に１度の開催ですが、１４回を数えるほどに続いてき

ました。 
 

 毎年４月に開催する「経営指針発表会」を柱に毎月の

「事業所見学会」や「就職のための基礎講座」も並行し

て進めています。 

 年末の「大納会」まで、社員たちの創意工夫で企画し

ておりますので、お気軽にご参加いただき、交流の輪を

広げていただけたらと思います。 

 

 

 高木家の家族はすれ違いが多いので、通信手段

に手紙を使う事もある。 
 

 妻から長男へ、私から長女へ、これは用事か？ 
 

 娘たちは、手紙を書くのも好きなので、私宛の

手紙が家に帰ると置いてあったりする。 
 

 最近、次女から手紙をもらったが、紙以外に怪

しい物体が２つ入っていて封筒が膨らんでいる。 
 

 手紙を読むと娘から父への心温まる内容、最後

にプレゼント「失敗したのでパパにあげます」 
 

いらん、ちゅうねん。 

 

数日後、朝から顔を合わすと 

「せっかくあげたのに使ってない」と怒る。 
 

 プラスチック製の訳のわからん物体をキーホル

ダーに付けろと言っているようだ。 
 

おまけに、小学生のくせに、思い出したように 

「健康診断、結果どうやったん」と聞いてくる。 
 

 結果も出てないので「教えない」と答える。 
 

「嫁やから知る権利がある！」 
 

「お前は、娘や！」 
 

嫁・娘って漢字は中学校で習うから仕方ないか。 

 

 

 

おかげさまで７０回 
 

 皆さまのご参加により、座談会は70回を迎えることが

できました。ここまで続けさせていただきまして誠にあ

りがとうございます。 
 

 「リーマンショック後の厳しい経営環境のなか、地域

の経営者や経営者団体、そして行政が地域を良くしたい

という思いを持って、つながりを力に時代を切り開いて

いくことができたら・・・。自社の元気だけでなく、江

坂から大阪、そして日本を元気にしたい」 
 

 そんな思いから2009年5月に「江坂-大阪どっとjp」の

運営をはじめました。 
 

 座談会は、その一環として2010年8月に第1回を開催

し、のべ参加数が837名、平均すると約12名での開催と

なっています。 

 

ほかとは違う？ 座談会 
 

 これまで、51人の方に問題提起いただき、座長が参加

者の意見を引き出す形で運営しています。 
 

 食事とお酒があって、初対面でも地域のつながりから

古い知り合いのように打ち解けた関係になります。 

 問題提起者と参加者、参加者同士のコラボが進みやす

いのも特徴と言えます。 
 

 参加者の声や様子は、毎回ホームページで報告させて

いただいていますが、それは座談会として座長がまとめ

るまでのこと。 

 アンケートもその時点でご記入いただきますが、実は

その後もお近くの方はゆっくりされています。 
 

 そこからが楽しいという人もいるように夜を徹して自

分の悩みなどを話す姿を随所に見る事ができるのも、主

催者としてうれしく思っています。 



         詳細記事・次回ご参加はHPのフォームから！（http://www.esaka-esc.jp/） 

江坂が好き！な経営者のための江坂つながりニュース 

なぞなぞ！ 人生において、極めて重大な時期といわれるのはいつごろ？ 

先月号の答え：バとル （バトルしたから） 

イベント報告 

助けてもらったことへの 
 “感謝”と“恩返し”がしたい 

働くことの意義 
  個性の活かし方 

障がい・病気のせいにせず 
したい・できることをする 

会場：江坂-起業家支援センター 

第32回事業所見学会 

  ：12月 10日（木）10：00～12：00 日 時          

就職のための基礎講座 

  ：12月 11日（金）13：30～15：30 

 70回記念の問題提起者は弁護士の白井 淳平さんです。 

今回の参加人数は21名、大盛況となりました。 

 白井さんが目指す弁護士や人物像。それは「信頼さ

れる人間になり、何かあったらすぐに頼ってもらえる

弁護士」というものです。その背景には、白井さんが

これまでの人生の中で、周囲の人々の力強い支えに何

度も助けられてきた経験があるそうです。弁護士を目

指すことになったきっかけや、それからの道のりにつ

いて、当時の気持ちを思い出しながら語られました。 

 現在白井さんは弁護士として様々な案件を扱ってい

ますが、特に刑事事件の弁護に「相手のことを尊重し、

その人の人生が少しでも良い方向にいくように」とい

う想いであたっているそうです。 

 今後は「この仕事を通じて、自分が昔助けてもらっ

たことへの“感謝”と“恩返し”がしたい。想いを持ちなが

ら、何でも解決できる力を身につけることで、信頼さ

れ気軽に相談してもらえるような人間になりたいと締 

 

 今回の見学会には3名の方にお越しいただきました。 

 それぞれの自己紹介の後、高木は参加者の質問に答

える形で、A型事業所の設立及び経緯、また働くことの

意義や個性の活かし方についても説明をしました。 

 次に、社員が実際に働いているところを見学してい

ただき、それぞれが携わっている業務や質問にもお答

えしました。最後は和やかな雰囲気の中で語り合う見

学会となりました。 

 冒頭に講師の高木が、ご参加いただいた8名の方から

質問を受け付け、それに答える形で講座が進みました。 

 全体のまとめとして「病気や障がいを『しない・で

きない理由』にしてはいけない。できないものは使わ

ず、できる能力を使って生きていくことが重要である。

すなわち、自分の得意なことをやって、人に喜んでも

らうために働くことを目指そう」と話し、講座を締め

くくりました。 

めくくり、乾杯の後も

終始笑いの絶えない温

かい雰囲気の会となり

ました。 

（担当：応根） 

（担当：西原） 

（担当：竹中） 

問 題 

提 起 者 

：社会福祉法人 のぞみ福祉会 

     理事長 平形 恒雄さん 

テ ー マ ： 『誰もが生きやすい社会に』 

     ～人とのつながりをもう一度～ 

参 加 費 ：3,000円（会員：2,000円） 

皆さまのご参加をお待ちしています 

日 時          

お問い合わせ ０６－６１９０－９５１３ 株式会社 江坂-起業家支援センター 

2015年12月1日 

新体制スタート！ 

11月の社長の活動 

編集後記 

 今月から新たに、つながりニュースの編集を担当い

たします高石です、よろしくお願いいたします。 

 今回の反省として、100%の正解を求めるあまり作業

が滞ってしまい、自分の頭の中で悩むだけでアウト

プットがないため周りも助けようがないという状態に

陥ってしまいました。今後はとにかく早い段階で形を

作り、皆で検討できる形にすることを心がけます。 

（担当：高石） 

新たに仲間が加わりました♪ 

 10月13日に応根さん、20日に服部さんが入社しまし

た。今回は服部さんをご紹介します。 

 前職では製造に関わる
仕事をしていたのでこち
らの仕事は、新鮮に感じ
ております。 
 様々な起業を通じて江
坂の地域と深く関われる
ようがんばっていきます
のでご指導よろしくお願
いします。 

 社員が1名卒業し、現在は14名になりました。10月

から業務時間が9：30～17：30に変わり、またチーム

制を導入し新体制となりました。 

         その他のお知らせはホームページをご覧ください！ 社内の状況 

 私たちA型事業所の会社の収益は、障がい者の社員が

施設を利用することによる支援費で運営経費をまかな

い、会員さまからの売上で社員の給料を払う仕組みに

なっています。社員の給料に関しては国の助成（特定

就職困難者雇用開発助成金＝特開金）があります。 

 10月分の内訳は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 一見トントンの収支でバランス良く見えますが、現

在支援員が一人足りません。そのことにより、利益が

17万円出ています。本来は売上で賄っていかなければ

ならない部分です。もっと会員さまを増やし目指せ、

赤字から黒字へ！         （担当：嵩原） 

私たちの取り組み 

4月に向けて経営指針作り 

 12月に私たちは、中小企業家同友会の発行する「企

業変革支援プログラム」を実践します。1月には社内の

スタッフ・社員とともに、改めて経営理念とビジョン

を確認します。2月に来年度の方針の決定、3月にかけ

て社員たちとゆっくり話をし、一緒に目標設定と計画

づくりを行ないます。4月には経営指針発表会を予定し

ています。 

11/2 布施民商セミナー 

11/9 大阪府立とりかい高等支援学校見学会 

11/12 千里高校学校協議会 

11/25 吹田市起業家交流会 

11/30 泉陽学校協議会 

固定経費 

160 

変動経費 

142 

支援費 

177 

特開金 

77 

売上 

48 
収入 

支出 

（万円） 

302万円 


